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3/17
愛媛県四国中央市

百聞は一見に如かず

9:50～16:309:50～16:30

石川ヘルスケアグループHITO病院 視察研修ツアー

火

令和8年3月17日(火） 9:50～16:30

参加のお誘い

視察のポイント

　HITO病院の始まりは、先代理事長の石川綮一氏が1976年に石川外科医院（19床）を開設したことに遡ります。1979年には医療法人綮愛会 
石川病院（100床）を開設し、その後順次増床（155床）を行ないました。1988年には社会福祉法人愛美会を設立し、特別養護老人ホームなどの介
護保険事業を展開しました。また、2000年には介護老人保健施設を開設し、地域包括ケア体制の基盤を整えました。2010年、石川賀代氏が理事
長兼病院長に就任し、病院や地域の将来を見据えた大胆な経営改革を実施しました。その結果、257床に増床された新しいHITO病院を新築、救急
医療から在宅医療までを担う地域の中核病院として大きく発展を遂げました。特に、HITO病院が取り組んだ病院DX推進は画期的で、常に医療界の
注目を集めています。本視察研修ツアーでは、大成功を収めているHITO病院のDX推進における新たな取り組みや運用の実際を現地で学ぶととも
に、「人」を真ん中に据え、「いきるを支える」デザイン経営の実際についても現地で学んでいただけます。経営トップをはじめ、経営幹部やDX推進担
当者の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

1．「人」を真ん中に置き、「いきるを支える」をパーパスに掲げた理念と基本方針（HITO Vision）を実現するデザイン経営
2．住民の疾病予防・介護予防と、急性期から在宅までの医療介護の一体的サービスを可能にした地域包括ケアシステム構築
3．職員が誇りに思える「病院らしくない」建築デザインのコンセプト、ならびに病院のブランディングとイノベーション
4．挑戦を恐れない大胆な改革と、最先端のテクノロジーを活用した病院DX推進による働き方改革（生産性向上）の実際
5．病院DX推進における部門別（健診・入院・外来・在宅・介護・総務・人事・経営企画・広報・財務他）業務改善の成果
６．糖尿病センター、創傷ケアセンター、統合型歩行機能回復センター、人工関節センター、心・脳血管疾患のセンター体制
7．ネットワークを最大限に活用した多職種協働チームケアの推進と、診療科・病棟単位を超えた「教えるから学べる」教育環境　
８．石川ヘルスケアグループを支えるバックオフィス（人事、経営企画、広報、総務、財務、DX推進室他）と人事・教育研修制度
９．石川ヘルスケアグループ総院長・日本病院DX推進協会代表理事 石川賀代氏の2040年を見据えたビジョンと戦略

デザインコンセプトは「病院らしくない病院」 フリーアドレスのバックオフィス

※参加料には昼食代、コーヒータイムの飲食代を含みます。

先着20名

DXが推進された病棟

開催日

会　場

定　員

参加料

社会医療法人石川記念会 HITO病院
愛媛県四国中央市上分町788番地1　TEL 0896-58-2222

市民が住み慣れた町で健康に暮らしていくために「いきるを支える」！！　未来を創り出すための『未来創出HITOプロジェクト』の実践とは！！
挑戦を恐れず大胆な病院改革を進め、飛躍的な成長（総収入104億円、職員数1,400人雇用）を遂げた石川ヘルスケアグループのビジョンと戦略！！

HITO病院における未来創造の改革と
新たなDX推進ならびにデザイン経営

我が国の病院DX推進の全国モデルとして業界を牽引するHITO病院を現地で体感！！

34,650円HMS会員（法人・個人会員）
【税込】

（31,500円）
本体価格

36,575円（購読会員） （33,250円）
38,500円 一　　  般 （35,000円）

 

〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-17-17 アイオス永田町　TEL：03-6910-2870　E-mail：info@hifsk.co.jp

～大きな成果を築いたHITO病院のDX推進の実践ノウハウ、未来創出HITOプロジェクトと持続的成長を支える経営戦略～



【会場までの交通】

　　

住　所

団体名

T E L F A X e-mail

参加者氏名 所　　　属 参加者氏名 所　　　属役　　　職 役　　　職

〒

石川ヘルスケアグループ HITO病院視察研修ツアー　申込書3月17日（火）
申込日　　　　月　　　日 　 FAX.03-6910-2878

※お申し込みと違う名義でお振込みされる場合は、
　入金照合のために振込名義を下記にご記入ください。 
振込名義　（　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　7577162
名義：カ）ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

【お申込方法】
■ 「申込欄」に必要事項をご記入の上、FAXにてお送りください。折り返し請求書をFAXいたします。
■ 参加料は、下記指定口座にお早めに（原則 開催1週間前までに）お振込み下さい。※ご入金確認後、準備が整い次第「受講票」及び「会場案内図」をお送り致します。
■ お申し込み後のキャンセルは準備の都合上開催14日前までとさせていただきます。
■ セミナー開催日の13日前以降のキャンセルのお申し出は受付かねます。その際は、代理の方のご出席をお願いいたします。
■ 新型コロナウイルスの状況によっては開催延期となる場合がございます。また催行最低人数を満たさない場合は中止となることがあります。
　 その際開催日10日前までにご連絡させていただきます。 (パック旅券等の補償は致しかねます)

Webからの
お申込はこちら

〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-17-17 アイオス永田町　TEL：03-6910-2870　E-mail：info@hifsk.co.jp

【グループ概要】

JR岡山駅からJR特急しおかぜ約75分 ⇒ JR川之江駅からタクシーで約10分《新幹線・JRの場合》
松山自動車道:三島川之江ICで下車し、池田方面へ約10分　　　　　　※所用時間は時間帯・交通状況により変動する可能性があります。《お車の場合》

高松空港からリムジンバスで約35分 ⇒ JR高松駅からJR特急いしづちで約60分 ⇒ JR川之江駅からタクシーで約10分《飛行機の場合》

≪社会医療法人石川記念会≫　HITO病院
≪社会福祉法人愛美会≫　特別養護老人ホーム「樋谷荘」、デイサービスセンター 樋谷荘、障がいデイサービス ひのたに、特別養護老人ホーム 萬翠荘
　　　　　　　　　　　　    デイサービスセンター みどり荘、指定居宅介護支援事業所 すいは、特別養護老人ホーム 豊寿園、デイサービスセンター ひうち荘
　　　　　　　　　　　　　地域密着型介護老人福祉施設 山田井の郷、小規模多機能型居宅介護事業所 山田井の郷、 地域密着型介護老人福祉施設 三島の杜
　　　　　　　　　　　　　グループホーム 三島の杜、デイサービスセンター 三島の杜、ケアハウス 虹の里、養護老人ホーム 敬寿園
≪医療法人健康会≫　石川クリニック、介護老人保健施設アイリス、ユニット型介護老人保健施設アイリス、サービス付き高齢者向け住宅レインボー
　　　　　　　　　　   グループホームいしかわ、通所リハビリテーションアイリス、デイ・サービスセンター「むらまつ」、一般型通所介護いしかわ
                                              デイサービスグループホームいしかわ、ケアHOMEピース（小規模多機能）、指定居宅介護支援事業所いしかわ、訪問看護ステーションいしかわ
                                              訪問リハビリテーションアイリス、ヘルパーステーションいしかわ、定期巡回・随時対応型訪問介護看護いしかわ

視察研修プログラム

＜現地解散＞

― 昼食休憩（60分）―

❶ 視察オリエンテーション
＜現地集合＞　HITO病院

12:00▶13:00

10:05
▼

12:00

14:50
▼

16:00

社会医療法人石川記念会HITO病院　理事長 / 石川ヘルスケアグループ　総院長　石川　賀代 氏

「石川ヘルスケアグループの概要とHITO病院におけるＤＸ戦略」

❷ 主催者挨拶10:00▶10:05

― コーヒータイム（10分）―

16:30 ❼ 閉会挨拶

❻ 全体質疑・全体討論

❺ 実践報告

16:00▶16:30

社会医療法人石川記念会HITO病院　CIO　佐伯　　潤 氏

社会医療法人石川記念会HITO病院　リハビリテーション部　主任　藤川　智広 氏

～「人」を真ん中に据え、「いきるを支える」HITO Visionと病院DX推進によるデザイン経営～

社会医療法人石川記念会HITO病院　副院長　田渕　典子 氏1. 看護DXの取り組み

9:50
▼

10:00

❸ 講 　演 

❹ 見学・実演 ・HITO病院

2. 生成AI活用による業務効率化

3. リハビリテーションにおけるDX

13:00▶14:40

松山空港からリムジンバスで約15分 ⇒ JR松山駅からJR特急しおかぜで約90分 ⇒ JR川之江駅からタクシーで約10分

「HITO病院における働き方改革（生産性向上）の取り組みの実際」

社会医療法人石川記念会HITO病院　CXO/CHRO　篠原　直樹 氏

社会医療法人石川記念会HITO病院　テクニカルマネージャー　桑野　亮太 氏

・スマートグラスを使い、老健スタッフと病院STを繋いだ食事介助の様子等を実演でご紹介


